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王
應
麟
『
困
學
紀
聞
』
小
考

―

『
易
經
』
を
端
緒
に
し
て―

一
、
は
じ
め
に

　

清
の
学
者
、
何

一

は
『
困
學
紀
聞
』
の
巻
一
「
易
」
の
末
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

 

謁
曹
侍
郎
秋
岳
先
生
於
集
福
精
舎
、
先
生
教
之
曰
、「
宋
説
家
之
書
、
莫
如
洪
容
齋
・
王
伯
厚
爲
優
。
然
『
困
學
紀
聞
』
條
理
尤
爲
秩
然
、
不
可
以
不
亟

讀
也
。」（
中
略
）
沾
漑
之
益
、
良
非
一
二
可
竟
、
南
北
奔
走
、
亦
未
嘗
不
偕
也
。（
省
略
）二

齋　

藤　

成　

治

　

王お
う
お
う
り
ん

應
麟
は
南な

ん
そ
う宋

末
よ
り
元
初
に
か
け
て
の
学
者
で
あ
り
、
朱し

ゅ
し
が
く

子
学
者
の

一
人
と
さ
れ
る
。
そ
の
著
作
の
一
つ
に
、『
困こ

ん
が
く學

紀き
ぶ
ん聞

』
が
あ
る
。『
困
學

紀
聞
』
は
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
よ
る
と
、「

記
考
証
」
と
呼
称

さ
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
る
。

　

南
宋
の
学
問
と
い
え
ば
、朱
子
学
が
中
心
で
あ
り
、そ
れ
に
よ
っ
て
「
四

書
」
が
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、「
五
經
」

も
ま
た
中
国
の
学
問
に
お
い
て
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を
占
め
る
。
朱
子
「
四

書
」
は
高
価
値
を
与
え
ら
れ
た
が
、「
五
經
」
は
蔑
ろ
に
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。

　
「
五
經
」
の
な
か
で
も
、
本
稿
で
は
ま
ず
『
易え

き
き
ょ
う經』

に
焦
点
を
あ
て
た
。

『
易
經
』
に
対
し
て
王
應
麟
は
如
何
な
る
言
及
及
び
解
釈
を
行
っ
た
の
か
。

ま
た
、
朱
子
と
『
易
經
』
と
い
え
ば
『
周
易
本
義
』
が
あ
り
、
王
應
麟
は

『
周
易
本
義
』
に
如
何
な
る
言
及
及
び
解
釈
を
行
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は

こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　

王お
う
お
う
り
ん

應
麟　

南な
ん
そ
う宋　

朱し
ゅ
し
が
く

子
学　

困こ
ん
が
く學

紀き
ぶ
ん聞　

易
え
き
き
ょ
う經

論　

文　

要　

旨
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曹
侍
郎
秋
岳
先
生
に
集
福
精
舎
に
謁
す
、
先
生
之
に
教
へ
て
曰
は
く
、「
宋
の
説
家
の
書
、
洪
容
齋
・
王
伯
厚
の
優
爲
る
に
如
く
は
莫
し
。
然
る
に
『
困

學
紀
聞
』
の
條
理
は
尤
も
秩
然
爲
り
、
以
て
亟
か
に
讀
ま
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。（
中
略
）
沾
漑
の
益
、
良
に
一
二
の
竟
す
べ
き
に
あ
ら
ず
、
南

北
奔
走
し
て
、
亦
未
だ
嘗
て
偕
に
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。（
下
略
）

　

こ
の
よ
う
に
高
く
評
価
を
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、『
困
學
紀
聞
』
に
関
す
る
研
究
は
管
見
の
限
り
少
な
い三

。
そ
れ
は
、
南
宋
の
学
問
の
関
心
の
多
く

が
朱
子
学
に
お
け
る
「
性
」
や
「
理
」
に
関
わ
る
論
考
で
、
そ
の
視
点
は
朱
子
学
の
形
成
と
展
開
が
中
心
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
議
論
の

他
に
も
、
後
に
清
代
に
お
い
て
高
評
価
さ
れ
た
学
術
も
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
南
宋
に
お
け
る
学
問
の
様
相
を
考
察
す
る
場
合
、
典
型
の
一
つ
と
し
て
、

王
應
麟
（
一
二
二
三
〜
一
二
九
六
）
を
採
り
上
げ
る
こ
と
も
意
味
な
し
と
し
な
い
。

　

清
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』（
以
下
、『
提
要
』
と
略
称
）
に
お
い
て
も
『
困
學
紀
聞
』
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。『
提
要
』
に
い
う
「

記
考
証
」
と
呼
ば
れ
る
著
作
が
南
宋
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
の
展
開
が
あ
る
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
価
値
を
有
す
る
の
か
、
い
さ
さ
か
の
考
察

を
試
み
た
い
。
こ
れ
は
朱
子
学
の
同
時
代
に
お
け
る
形
成
及
び
進
展
を
検
討
す
る
う
え
で
、
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

南
宋
の
学
問
と
い
え
ば
、
ひ
と
ま
ず
朱
子
学
が
形
勢
さ
れ
、
そ
の
議
論
の
浸
透
に
よ
っ
て
「
四
書
」
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
「
五
經
」
は
中
国
の
学
問
に
お
い
て
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を
占
め
て
い
る
。
朱
子
に
よ
っ
て
高
い
価
値
を
与
え
ら
れ
た
「
四
書
」
当
然
「
五
經
」
を
基

礎
に
す
る
も
の
と
言
え
、
加
え
て
「
四
書
」
が
優
先
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
「
五
經
」
が
蔑
ろ
に
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。

　
「
五
經
」
の
な
か
で
も
、
本
稿
で
は
ま
ず
『
易
經
』
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。『
易
經
』
に
対
し
て
王
應
麟
は
如
何
な
る
言
及
及
び
解
釈
を
行
っ
た
の

か
。
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
朱
子
と
『
易
經
』
と
い
え
ば
『
周
易
本
義
』
が
あ
る
。
王
應
麟
は
『
易
經
』
及
び
『
周
易
本
義
』
に

如
何
な
る
言
及
及
び
解
釈
を
行
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

底
本
は
、『
王
應
麟
著
作
集
成　

困
學
紀
聞
注
』（
翁
元
圻
等
注
・
孫
通
海
點
校
・
中
華
書
局
・
二
〇
一
六
年
発
行
。）
を
用
い
る
。
そ
の
中
に
は
清
の
閻
若
・

翁
元
圻
注
等
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
随
時
参
考
と
し
た
。
ま
た
、〔　

〕
は
王
應
麟
の
自
注
で
あ
る
。

　

王
應
麟
と
『
困
學
紀
聞
』
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
の
稿
に
て
纏
め
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
ほ
し
い四

。

　

ま
ず
、
や
や
長
く
な
る
が
、『
困
學
紀
聞
』
の
『
提
要
』
の
紀
事
を
引
用
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、『
困
學
紀
聞
』
の
解
題
と
歴
史
的
評
価
を
確
認
す
る
。
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 『
困
學
紀
聞
』
二
十
卷
、
宋
王
應
麟
撰
。
應
麟
有
『
周
易
鄭
康
成
注
』。
已
著
録
。
是
編
乃
其

記
考
証
之
文
。
凡
説
經
八
卷
、
天
道
・
地
理
・
諸
子
二
卷
、

考
史
六
卷
、
評
詩
文
三
卷
、
雜
識
一
卷
。
卷
首
有
自
敍
云
、「
幼
承
義
方
晚
遇
難
屯
、
炳
燭
之
明
、
用
志
不
分
云
云
。」
蓋
亦
成
於
入
元
之
後
也
。
應
麟
博

洽
多
聞
、
在
宋
代
罕
其
倫
比
。
雖
淵
源
出
於
朱
子
、
然
書
中
辨
正
朱
子
語
誤
數
條
。
如
『
論
語
』
注
「
不
舍
晝
夜
」
舍
字
之
音
、『
孟
子
』
注
「
曹
交
曹

君
之
弟
」、
及
謂
『
大
戴
禮
』
爲
鄭
康
成
注
之
類
、
皆
考
證
是
非
、
不
相
阿
附
。（
中
略
）
蓋
學
問
既
深
、
意
氣
自
平
、
能
知
漢
唐
諸
儒
、
本
本
原
原
、
具

有
根
底
、
未
可
妄
詆
以
空
言
。
又
能
知
洛
閩
諸
儒
亦
非
全
無
心
得
、
未
可
概
視
爲
弇
陋
。
故
能
兼
収
並
取
、
絶
無
黨
同
伐
異
之
私
。
所
考
率
切
實
可
據
。

良
有
由
也
。（
中
略
）
考
應
麟
博
極
羣
書
、
著
述
至
六
百
餘
卷
。（
省
略
）

　
　

 『
困
學
紀
聞
』
二
十
卷
、
宋
の
王
應
麟
の
撰
。
應
麟
に
『
周
易
鄭
康
成
注
』
有
り
。
已
に
著
録
す
。
是
の
編
乃
ち
其
の

記
考
証
の
文
な
り
。
凡
そ
説
經

八
卷
、
天
道
・
地
理
・
諸
子
二
卷
、
考
史
六
卷
、
評
詩
文
三
卷
、
雜
識
一
卷
な
り
。
卷
首
に
自
敍
有
り
て
云
ふ
、「
幼
に
し
て
義
方
を
承
け
晚
に
難
屯
に

遇
ふ
、
炳
燭
の
明
、
志
を
用
ふ
る
こ
と
分
た
ず
云
云
」
と
。
蓋
し
亦
元
に
入
る
の
後
に
成
る
。
應
麟 

博
洽
多
聞
に
し
て
、
宋
代
に
在
り
て
は
其
の
倫
比

罕
な
り
。
淵
源
は
朱
子
に
出
づ
と
雖
も
、然
れ
ど
も
書
中
に
朱
子
の
語
の
誤
り
數
條
を
辨
正
す
。『
論
語
』
の
注
の
「
晝
夜
舎
か
ず
」
の
舍
の
字
の
音
、『
孟

子
』
の
注
の
「
曹
交
は
曹
君
の
弟
」、
及
び
『
大
戴
禮
』
を
謂
ひ
て
鄭
康
成
注
と
爲
す
が
如
き
の
類
は
、
皆
是
非
を
考
證
し
、
相
阿
附
せ
ず
。（
中
略
）
蓋

し
學
問
既
に
深
く
、
意
氣
自
ら
平
ら
か
に
し
て
、
能
く
漢
唐
諸
儒
の
、
本
を
本
と
し
原
を
原
と
し
、
具
さ
に
根
底
有
り
て
、
未
だ
妄
り
に
詆
る
に
空
言
を

以
て
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
。
又
能
く
洛
閩
の
諸
儒
の
亦
全
く
は
心
得
無
き
に
あ
ら
ず
、
未
だ
概
視
し
て
弇
陋
と
爲
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
。
故
に
能
く

兼
ね
収
め
並
び
取
り
て
、
絶
え
て
黨
同
伐
異
の
私
無
し
。
考
ふ
る
所
は
率
む
ね
切
實
に
し
て
據
る
べ
し
。
良
に
由
有
る
な
り
。（
中
略
）
考
ふ
る
に
應
麟

博
く
羣
書
を
極
め
、
著
述
は
六
百
餘
卷
に
至
る
。（
下
略
）

　

本
稿
に
関
連
す
る
箇
所
を
要
約
す
る
と
、『
困
學
紀
聞
』
が
完
成
し
た
の
は
元
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
広
範
囲
で
あ
る
。
ま
た
、
宋
代
に
あ
っ

て
は
王
應
麟
の
博
識
さ
に
並
ぶ
者
は
稀
で
あ
る
。
学
問
の
淵
源
は
朱
子
に
よ
る
が
、
書
中
で
朱
子
の
誤
り
を
正
す
箇
所
が
あ
る
。
王
應
麟
は
当
時
の
学
問
と
は

異
な
り
、
漢
代
や
唐
代
の
学
問
に
近
く
、
妄
り
に
根
拠
の
な
い
発
言
は
し
な
い
、
と
な
る
。

　
『
提
要
』
の
い
う
「
所
考
率
切
實
可
據
、
良
有
由
也
」
こ
そ
、『
困
學
紀
聞
』
と
王
應
麟
の
特
徴
を
簡
潔
に
述
べ
た
箇
所
で
あ
り
、
こ
れ
が
清
代
以
降
の
評
価

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
提
要
』
で
も
版
本
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
閻
若

の
注
釈
が
刊
本
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
王
應
麟
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の
著
作
は
多
く
、
そ
の
学
問
の
範
囲
は
広
大
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
著
書
に
対
す
る
個
別
研
究
、
そ
し
て
王
應
麟
全
体
の
研
究
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
、

殆
ん
ど
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
南
宋
に
お
け
る
学
問
の
様
相
を
考
察
す
る
た
め
に
、
王
應
麟
の
『
困
學
紀
聞
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、『
提
要
』
に
「
應
麟
有
『
周
易
鄭
康
成
注
』。
已
著
録
。」
と
あ
り
、『
易
經
』
の
鄭
玄
注
に
つ
い
て
の
著
作
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
『
困
學
紀

聞
』
に
範
囲
を
限
定
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
。

二
、『
易
經
』
本
文
に
関
し
て

　
『
困
學
紀
聞
』
巻
一
「
易
」
の
始
め
の
十
箇
条
は
「
乾
」・「
坤
」「
繋
辞
上
下
傳
」
を
中
心
に
述
べ
る
。
こ
れ
は
『
易
經
』
の
総
論
を
述
べ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
そ
の
十
条
の
う
ち
の
数
条
を
次
に
示
す
。

　
　

 

①
「
修
辭
立
其
誠
。」
修
其
内
則
爲
誠
、
修
其
外
則
爲
巧
言
。『
易
』
以
辭
爲
重
、
上
繫
終
於
「
黙
而
成
之
」。
養
其
誠
也
。
下
繫
終
於
「
六
辭
」。
驗
其
誠

不
誠
也
。
辭
非
止
言
語
、
今
之
「
文
」
古
所
謂
「
辭
」
也
。

　
　

 

①
「
辭
を
修
め
て
其
の
誠
を
立
つ
。」
其
の
内
を
修
む
れ
ば
則
ち
誠
と
爲
し
、其
の
外
を
修
む
れ
ば
則
ち
巧
言
と
爲
す
。『
易
』
は
辭
を
以
て
重
し
と
爲
す
、

上
繫
は
「
黙
し
て
之
を
成
す
」
に
終
は
る
。
其
の
誠
を
養
ふ
な
り
。
下
繫
は
「
六
辭
」
に
終
ふ
。
其
の
誠
不
誠
を
驗
す
る
な
り
。
辭
は
言
語
に
止
ま
る
に

非
ず
、
今
の
「
文
」
は
古
の
所
謂
「
辭
」
な
り
。

　
「
修
辭
立
其
誠
」
は
「
文
言
」
の
句
で
あ
る
。
続
い
て
王
應
麟
は
「
文
言
」
の
句
の
解
説
を
す
る
。
た
だ
し
、王
應
麟
の
解
説
は
独
自
の
も
の
で
は
な
い
。『
東

萊
易
説
』
に
「
辭
之
所
發
、
貴
乎
誠
敬
、
修
於
外
而
不
信
於
内
、
此
乃
巧
言
令
色
。（
辭
の
發
す
る
所
は
誠
敬
を
貴
ぶ
、
外
を
修
め
て
内
に
信
あ
ら
ざ
れ
ば
、

此
れ
乃
ち
巧
言
令
色
な
り
。）」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
王
應
麟
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
解
説
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　

②
「
潛
龍
以
不
見
成
德
」、
管
寧
所
以
箴
邴
原
也
。「
全
身
以
待
時
」、
杜
襲
所
以
戒
繁
欽
也
。『
易
』
曰
、「
括
囊
无
咎
无
譽
。」

　
　

 

②
「
潛
龍
は
見
ざ
る
を
以
て
德
と
成
す
」、管
寧
の
邴
原
を
箴
し
む
る
所
以
な
り
。「
身
を
全
く
し
て
以
て
時
を
待
つ
」、杜
襲
の
繁
欽
を
戒
む
る
所
以
な
り
。

『
易
』
に
曰
は
く
、「
括
囊
し
て
咎
无
く
譽
无
し
」
と
。
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「
潛
龍
以
不
見
成
德
」
と
は
『
三
国
志
』
の
「
管
寧
傳
」
裴
松
之
注
に
見
ら
れ
る五

。
ま
た
、「
全
身
以
待
時
」
は
『
三
国
志
』「
杜
襲
傳
」
の
一
場
面
を
示
す六

。

そ
し
て
「
括
囊
无
咎
无
譽
。」
は
『
易
經
』「
坤
」
卦
六
四
爻
辭
に
見
ら
れ
る
。「
括
嚢
」
と
は
袋
の
口
を
縛
る
と
い
う
意
味
だ
が
、
転
じ
て
口
を
閉
じ
て
発
言

し
な
い
と
い
う
意
味
に
な
る
。
こ
の
「
括
嚢
」
の
具
体
例
と
し
て
、
王
應
麟
は
『
三
国
志
』
の
二
人
の
列
伝
の
一
部
を
示
し
た
。
抽
象
性
を
も
つ
『
易
經
』
の

一
句
を
解
説
す
る
た
め
に
、
具
体
性
を
持
つ
『
三
国
志
』
の
列
伝
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　

③
「
貞
者
、
元
之
本
」
周
公
曰
、「
冬
日
之
閉
凍
也
不
固
、
則
春
夏
之
長
草
木
也
不
茂
。」〔
見
『
韓
非
』「
解
老
」。〕
可
以
發
明
貞
固
之
説
。

　
　

 

③
「
貞
は
、
元
の
本
な
り
」
周
公
曰
は
く
、「
冬
日
の
閉
凍
す
る
や
固
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
春
夏
の
草
木
を
長
ず
る
や
茂
せ
ず
」
と
。〔『
韓
非
』「
解
老
」

に
見
ゆ
。〕
以
て
貞
固
の
説
を
發
明
す
べ
し
。

　

こ
の
条
で
は
周
公
の
一
節
を
用
い
て
、「
貞
固
之
説
」
を
説
明
す
る
。
周
公
の
一
節
は
『
韓
非
子
』「
解
老
」
に
、「
周
公
曰
、「
冬
日
之
閉
凍
也
不
固
、
則
春

夏
之
長
草
木
也
不
茂
。」
天
地
不
能
常
侈
常
費
、而
況
於
人
乎
。
故
萬
物
必
有
盛
衰
、萬
事
必
有
弛
張
、國
家
必
有
文
武
、官
治
必
有
賞
罰
。（
周
公
曰
は
く
、「
冬

日
の
閉
凍
す
る
や
固
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
春
夏
の
草
木
を
長
ず
る
や
茂
せ
ず
」
と
。
天
地
は
常
侈
常
費
す
る
能
は
ず
、
而
る
を
況
ん
や
人
に
於
て
を
や
。
故
に

萬
物
必
ず
盛
衰
有
り
、
萬
事
必
ず
弛
張
有
り
、
國
家
必
ず
文
武
有
り
、
官
治
必
ず
賞
罰
有
り
。）」
と
あ
る
。
ま
た
、「
貞
固
之
説
」
の
説
と
は
、『
易
經
』「
文
言
」

に
、「「
元
」
者
、
善
之
長
也
。「
亨
」
者
、
嘉
之
會
也
。「
利
」
者
、
義
之
和
也
。「
貞
」
者
、
事
之
幹
也
。
君
子
體
仁
足
以
長
人
、
嘉
會
足
以
合
禮
、
利
物
足

以
和
義
、
貞
固
足
以
幹
事
。
君
子
行
此
四
德
者
、
故
曰
「
乾
、
元
・
亨
・
利
・
貞
」。（「
元
」
と
は
、
善
の
長
ず
る
な
り
。「
亨
」
と
は
、
嘉
の
會
す
る
な
り
。「
利
」

と
は
、
義
の
和
す
る
な
り
。「
貞
」
と
は
、
事
の
幹
な
り
。
君
子
は
仁
を
體
し
て
以
て
人
を
長
ず
る
に
足
り
、
嘉
の
會
し
て
以
て
禮
を
合
す
る
に
足
り
、
物
を

利
し
て
以
て
義
を
和
す
る
に
足
り
、
貞
の
固
く
し
て
以
て
事
を
幹
と
す
る
に
足
る
。
君
子
は
此
の
四
德
を
行
ふ
者
な
り
、
故
に
曰
は
く
「
乾
、
元
・
亨
・
利
・
貞
」

と
。」）
と
あ
る
。『
韓
非
子
』
の
周
公
の
一
節
を
用
い
る
こ
と
で
、「
貞
固
之
説
」
が
明
確
に
な
る
と
、
王
應
麟
は
述
べ
る
。

　
　

 

④
坤
之
六
五
、
程
子
以
爲
「
羿
・
莽
・
媧
・
武
非
常
之
變
。」
干
寳
之
説
曰
、「
柔
居
尊
位
、
若
成
・
昭
之
主
、
周
・
霍
之
臣
也
。
百
官
總
己
、
專
斷
萬
㡬
、

雖
情
體
信
順
、
而
貌
近
僭
疑
。
言
必
忠
信
、
行
必
篤
敬
、
然
後
可
以
取
信
於
神
明
、
无
尤
於
四
海
。」
愚
謂
此
説
爲
長
。

　
　

 

④
坤
の
六
五
は
、
程
子
以
爲
へ
ら
く
「
羿
・
莽
・
媧
・
武
は
非
常
の
變
な
り
」
と
。
干
寳
の
説
に
曰
は
く
、「
柔
は
尊
位
に
居
り
、
成
・
昭
の
主
と
な
り
て
、

周
・
霍
の
臣
の
若
き
な
り
。
百
官
己
を
總
べ
て
、
萬
機
を
專
斷
し
、
情
は
信
順
を
體
す
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
貌
は
僭
疑
に
近
し
。
言
は
必
ず
忠
信
た
り
、
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行
は
必
ず
篤
敬
に
し
て
、
然
る
後
に
以
て
信
を
神
明
に
取
り
、
四
海
に
尤
无
か
る
べ
し
」
と
。
愚
謂
へ
ら
く
此
の
説 

長
爲
り
と
。

　

こ
こ
の
「
程
子
以
爲
」
は
程
伊
川
の
『
伊
川
易
傳
』
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
干
寶
之
説
」
は
唐
の
李
鼎
祚
『
周
易
集
解
』
に
見
ら
れ
る七

。
こ
の
条
は
「
坤
」

の
「
六
五
」
の
爻
辭
に
「
黃
裳
、
元
吉
（
黃
の
裳
、
元
な
り
吉
な
り
。）」
と
あ
り
、
そ
の
象
傳
に
「
黃
裳
元
吉
、
文
在
中
也
。（
黃
裳
元
吉
と
は
、
文 

中
に
在

る
な
り
。）」
と
あ
る
。
こ
の
爻
辭
に
程
伊
川
は
「
陰
者
、
臣
道
也
、
婦
道
也
、
臣
居
尊
位
、
羿
・
莽
是
也
。
猶
可
言
也
。
婦
居
尊
位
、
女
媧
氏
・
武
氏
是
也
。

非
常
之
變
、
不
可
言
也
。（
陰
は
、
臣
の
道
な
り
、
婦
の
道
な
り
、
臣
の
尊
位
に
居
る
は
、
羿
・
莽
是
れ
な
り
。
猶
ほ
言
ふ
べ
き
な
り
。
婦
の
尊
位
に
居
る
は
、

女
媧
氏
・
武
氏
是
れ
な
り
。
非
常
の
變
な
り
、
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。）」
と
あ
る
。
程
伊
川
は
干
寶
の
説
と
異
な
っ
た
説
を
展
開
し
た
が
、
王
應
麟
は
程
伊

川
の
説
で
は
な
く
、
干
寶
の
説
を
支
持
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朱
子
学
大
成
の
一
翼
を
担
っ
た
と
言
い
得
る
程
伊
川
の
学
問
で
あ
っ
て
も
、
王
應
麟
は
偏
見
を

持
た
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
で
「
乾
」・「
坤
」・「
繋
辞
上
下
」
に
よ
る
『
易
經
』
総
論
の
言
及
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
次
の
条
に
は
こ
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

⑤
乾
・
坤
之
次
、
屯
曰
、「
建
侯
」、
封
建
與
天
地
並
立
。
一
旅
復
夏
、
共
和
存
周
、
封
建
之
效
也
。
匹
夫
亡
秦
、
五
胡
覆
晉
、
郡
縣
之
失
也
。

　
　

 

⑤
乾
・
坤
の
次
、
屯
に
曰
は
く
、「
侯
を
建
つ
」
と
、
封
建
は
天
地
と
並
び
立
つ
。
一
旅
は
夏
に
復
し
、
共
和
は
周
に
存
す
、
封
建
の
效
な
り
。
匹
夫
は

秦
を
亡
ぼ
し
、
五
胡
は
晉
を
覆
す
、
郡
縣
の
失
な
り
。

　
「
建
侯
」
は
「
屯
」
卦
に
見
ら
れ
る
。『
易
經
』
総
論
の
後
、
個
別
の
卦
に
議
論
を
移
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
条
の
始
ま
り
に
も
「
乾
・
坤
之
次
」
と
あ

る
た
め
、
④
ま
で
で
区
切
り
を
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
こ
こ
か
ら
、『
易
經
』
の
他
の
卦
に
つ
い
て
の
言
及
を
確
認
す
る
。

　
　

 

⑥
古
者
君
臣
之
際
、
分
嚴
而
情
通
。「
上
天
下
澤
、
履
」、
其
分
嚴
也
。「
山
上
有
澤
、
咸
」、
其
情
通
也
。
不
嚴
則
爲
未
濟
之
三
陽
失
位
、
不
通
則
爲
否
之

天
下
無
邦
。

　
　

 

⑥
古
者
君
臣
の
際
、
分
は
嚴
に
し
て
情
は
通
ず
。「
上
天
下
澤
は
、
履
な
り
」、
其
の
分
は
嚴
な
り
。「
山
上
に
澤
有
り
、
咸
な
り
」、
其
の
情
は
通
ず
る
な

り
。
嚴
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
未
濟
の
三
陽 

位
を
失
ふ
と
爲
す
、
通
ぜ
ざ
れ
ば
則
ち
否
の
天
下 
邦
無
し
と
爲
す
。

　
「
上
天
下
澤
、
履
」
は
「
履
」
卦
象
傳
の
句
、「
山
上
有
澤
、
咸
」
は
「
咸
」
卦
象
傳
の
句
で
あ
る
。「
其
分
嚴
也
」
と
は
、「
履
」
卦
の
象
傳
の
「
君
子
以
辨
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上
下
、
安
民
志
（
君
子
は
以
て
上
下
を
辨
じ
、
民
志
を
安
ん
ず
）」
を
指
し
、「
其
情
通
也
」
と
は
、「
咸
」
卦
の
象
傳
の
「
君
子
以
虛
受
人
（
君
子
は
以
て
人

を
虛
受
す
。）」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
君
主
と
臣
下
の
身
分
の
違
い
を
厳
格
化
す
る
こ
と
で
、「
未
濟
」
の
卦
の
よ
う
に
位
を
失
い
、「
否
」
の
卦
の
よ
う
に

国
そ
の
も
の
を
失
う
こ
と
を
回
避
で
き
る
、
と
い
う
。
こ
の
条
は
『
易
經
』
の
卦
辭
や
象
傳
を
用
い
て
卦
同
士
の
関
係
を
王
應
麟
が
説
明
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
　

 

⑦
信
君
子
者
治
之
原
。
隨
之
九
五
曰
、「
孚
于
嘉
、
吉
。」
信
小
人
者
亂
之
機
。
兑
之
九
五
曰
、「
孚
于
剝
、
有
厲
。」

　
　

 

⑦
君
子
を
信
ず
る
は
治
の
原
な
り
。
隨
の
九
五
に
曰
は
く
、「
嘉
に
孚
あ
り
、吉
な
り
」
と
。
小
人
を
信
ず
る
は
亂
の
機
な
り
。
兑
の
九
五
に
曰
は
く
、「
剝

に
孚
あ
り
、
厲 

有
り
」
と
。

　

こ
の
条
は
「
隨
」
卦
九
五
爻
辭
の
句
と
「
兑
」
卦
九
五
爻
辭
の
句
を
そ
れ
ぞ
れ
説
明
す
る
。『
易
經
』
の
言
葉
は
短
く
綴
ら
れ
る
も
の
が
多
い
た
め
、
そ
の

解
釈
が
重
要
と
な
る
。
前
半
で
は
「
信
君
子
」
と
解
し
、
後
半
で
は
「
信
小
人
」
と
解
す
る
。「
信
君
子
」
を
す
る
こ
と
で
「
孚
于
嘉
」
と
な
り
、「
信
小
人
」

で
あ
れ
ば
、「
孚
于
剝
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、短
い
『
易
經
』
の
一
節
を
王
應
麟
は
端
的
に
か
つ
分
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

 

⑧
小
畜
上
九
、「
月
㡬
望
」、
則
凶
。
陰
亢
陽
也
。
歸
妺
六
五
、「
月
㡬
望
」、
則
吉
。
陰
應
陽
也
。
中
孚
六
四
、「
月
㡬
望
」、
則
无
咎
、
陰
從
陽
也
。
曰
「
㡬
」

者
、
戒
其
將
盈
、
陰
盈
則
陽
消
矣
。

　
　

 

⑧
小
畜
の
上
九
に
、「
月
の
幾
ん
ど
望
な
る
」
は
、
則
ち
凶
な
り
。
陰 

陽
に
亢
す
れ
ば
な
り
。
歸
妺
の
六
五
に
、「
月
の
幾
ん
ど
望
な
る
」
は
、
則
ち
吉

な
り
。
陰 

陽
に
應
ず
れ
ば
な
り
。
中
孚
の
六
四
に
、「
月
の
幾
ん
ど
望
な
る
」
は
、
則
ち
咎
无
し
、
陰
の
陽
に
從
へ
ば
な
り
。「
㡬
」
と
曰
ふ
者
は
、
其

の
將
に
盈
た
ん
と
す
る
を
戒
め
、
陰
の
盈
つ
れ
ば
則
ち
陽
の
消
ゆ
る
な
り
。

　

こ
の
条
で
は
「
月
㡬
望
」
と
い
う
一
句
に
つ
い
て
解
説
す
る
条
で
あ
る
。「
月
㡬
望
」
は
「
小
畜
」
卦
上
九
爻
辭
、「
歸
妺
」
卦
六
五
爻
辭
、「
中
孚
」
卦

六
四
爻
辭
の
三
ヶ
所
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
中
の
「
月
幾
望
」
は
意
味
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。「
小
畜
」
で
は
「
凶
」
と
さ
れ
、
そ
の
理
由
を
「
陰
亢
陽
也
」

と
説
く
。
反
対
に
「
歸
妺
」
で
は
「
吉
」
と
さ
れ
、「
陰
應
陽
也
」
と
説
く
。「
中
孚
」
で
は
「
无
咎
」
と
し
、「
陰
從
陽
也
」
と
説
く
。
王
應
麟
が
言
う
に
は
、

「
幾
」
と
は
、
今
に
も
満
ち
よ
う
と
す
る
瞬
間
で
あ
り
、
そ
の
時
こ
そ
注
意
す
べ
き
で
あ
る
、
陰
の
気
が
充
満
す
る
こ
と
は
、
陽
の
気
が
消
え
る
こ
と
な
の
だ
、

と
説
明
す
る
。
卦
の
も
と
の
内
容
に
合
わ
せ
て
「
月
㡬
望
」
と
い
う
一
句
は
意
味
が
変
化
す
る
。
そ
の
事
実
を
王
應
麟
は
端
的
に
示
し
て
見
せ
た
。「
月
が
満
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ち
よ
う
と
す
る
」
と
い
う
現
象
は
不
易
の
事
実
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
現
象
を
ど
う
捉
え
る
か
に
よ
っ
て
意
義
は
変
易
す
る
。
こ
れ
を
王
應
麟
は
こ
の
条
で
解
説

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

 
⑨
『
易
』
於
蠱
「
終
則
有
始
」、
於
剥
「
消
息
盈
虚
」、
於
復
「
反
復
其
道
」、
皆
曰
「
天
行
也
」。
然
則
無
與
於
人
事
歟
。
曰
、
聖
人
以
天
自
處
、
扶
陽
抑

陰
、
盡
人
事
以
回
天
運
、
而
天
在
我
矣
。

　
　

 

⑨
『
易
』
に
蠱
に
於
て
は
「
終
れ
ば
則
ち
始
有
り
」、剥
に
於
て
は
「
消
息
盈
虚
」
と
、復
に
於
て
は
「
反
復
其
れ
道
あ
り
」
と
、皆
曰
は
く
「
天
行
な
り
」

と
。
然
ら
ば
則
ち
人
事
に
與
か
る
こ
と
無
か
ら
ん
か
。
曰
は
く
、「
聖
人
は
天
を
以
て
自
ら
處
り
、
陽
を
扶
け
て
陰
を
抑
へ
、
人
事
を
盡
し
て
以
て
天
運

を
回
ら
す
、
而
し
て
天
は
我
に
在
り
」
と
。

　
「
蠱
」
卦
彖
傳
に
「
終
則
有
始
」
と
、「
剥
」
卦
彖
傳
に
「
消
息
盈
虚
」
と
、「
復
」
卦
彖
傳
に
「
反
復
其
道
」
と
あ
る
。
そ
し
て
各
々
の
彖
傳
に
「
天
行
也
」

と
あ
る
。
卦
は
別
で
あ
る
が
、
共
通
し
て
「
天
行
也
」
と
あ
る
。
王
應
麟
は
六
十
四
あ
る
卦
の
中
か
ら
「
天
行
也
」
と
あ
る
卦
は
三
つ
だ
と
示
し
、
そ
の
説
明

を
し
た
。
こ
の
「
天
の
運
行
で
あ
る
」
に
つ
い
て
王
應
麟
は
自
分
で
や
る
べ
き
こ
と
を
十
分
果
た
し
た
う
え
で
天
に
任
せ
る
、
と
説
明
す
る
。
こ
の
条
も
『
易

經
』
の
卦
の
解
説
を
し
て
い
る
条
と
言
え
よ
う
。

　

こ
こ
ま
で
で
、「
乾
」・「
坤
」
及
び
そ
の
他
の
卦
に
つ
い
て
の
確
認
を
し
た
。『
易
經
』
に
お
け
る
「
乾
」・「
坤
」
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
事
実
は
疑
い
よ

う
が
な
い
。
そ
れ
ら
二
者
に
対
し
て
、
王
應
麟
は
始
め
に
言
及
し
た
。
ま
た
、
中
に
は
解
説
す
る
よ
う
な
条
も
見
ら
れ
た
。「
乾
」・「
坤
」
を
重
視
し
て
言
及

す
る
こ
と
は
、『
易
經
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。「
乾
」・「
坤
」
以
外
の
卦
に
つ
い
て
も
解
釈
を
す
る
条
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。『
易
經
』
の
卦
辭
も
爻
辭
も
短
く
綴
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
一
節
を
ど
う
捉
え
る
か
、
そ
し
て
異
な
る
卦
に
見
ら
れ
る
同
じ
一
句
を
ど
う
捉
え
る
か
。
王

應
麟
は
そ
こ
に
注
目
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
宋
代
以
前
の
注
釈
に
関
し
て

　

次
に
、『
易
經
』
の
注
釈
、
な
か
で
も
、
漢
唐
の
注
釈
に
対
し
て
、
王
應
麟
が
ど
の
よ
う
な
言
及
を
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。『
易
經
』
の
注
釈
と
し
て
、
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現
在
で
も
流
布
し
て
い
る
中
に
、
三
国
魏
の
王
弼
注
が
あ
る
。
唐
代
に
は
孔
穎
達
撰
の
『
周
易
正
義
』
が
あ
る
。
ま
た
、
鄭
玄
注
も
ま
た
『
提
要
』
に
あ
る
よ

う
に
、
王
應
麟
の
手
に
よ
っ
て
『
周
易
鄭
康
成
注
』
が
著
作
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
。

　
　

 

⑩
鄭
康
成
『
詩
箋
』
多
改
字
、
其
注
易
亦
然
。
如
「
包
蒙
」、
謂
「
包
」
當
作
「
彪
」、「
文
也
」。
泰
「
包
荒
」、
謂
「
荒
」
讀
爲
「
康
」、「
虚
也
」。
大
畜

「

豕
之
牙
」、
謂
「
牙
」
讀
爲
「
互
」。
大
過
「
枯
楊
生
荑
」
謂
「
枯
」
音
「
姑
」、「
无
姑
、
山
榆
」。
晉
「
錫
馬
蕃
庶
」、
讀
爲
「
藩
遮
」、
謂
「
藩
遮
、

禽
也
」。
解
「
百
果
草
木
皆
甲
宅
」、「
皆
」
讀
如
「
解
」、「
解
謂

、
呼
皮
曰
甲
、
根
曰
宅
」。
困
「「
劓

」
當
爲
「
倪
㐳
」」。
萃
「
一
握
爲
笑
」、「「
握
」

讀
爲
「
夫
三
爲
屋
」
之
「
屋
」」。
繫
辭
「
道
濟
天
下
」、「
道
」
當
作
「
導
」。「
言
天
下
之
至
賾
」、「
賾
」
當
爲
「
動
」。
説
卦
「
爲
乾
卦
」、「
乾
」
當
爲
「
幹
」。

其
説
多
鑿
。
鄭
學
今
亡
傳
、『
釋
文
』
及
『
正
義
』
間
見
之
。

　
　

 

⑩
鄭
康
成
の
『
詩
箋
』
多
く
字
を
改
む
、其
の
易
に
注
す
る
も
亦
然
り
。「
包
蒙
」
の
如
き
は
、「
包
」
の
當
に
「
彪
」
に
作
る
べ
し
、「
文
な
り
」
と
謂
ふ
。

泰
に
「
包
荒
」、「
荒
」
は
讀
み
て
「
康
」
と
爲
す
、「
虚
な
り
」
と
謂
ふ
。
大
畜
に
「

豕
の
牙
」、「
牙
」
は
讀
み
て
「
互
」
と
爲
す
と
謂
ふ
。
大
過
に
「
枯

楊 

荑
を
生
ず
」、「
枯
」
音
は
「
姑
」
と
謂
ふ
、「
无
姑
、
山
の
榆
」
と
。
晉
に
「
馬
を
錫
は
る
こ
と
蕃
庶
た
り
」、
讀
み
て
「
藩
遮
」
と
爲
す
、「
藩
遮
は
、

禽
な
り
」
と
謂
ふ
。
解
に
「
百
果
草
木
は
皆
甲 
宅
す
」、「
皆
」
は
讀
み
て
「
解
」
の
如
し
、「
解
は

を
謂
ふ
、皮
を
呼
び
て
甲
と
曰
ふ
、根
を
宅
と
曰
ふ
」

と
。
困
に
「「
劓

」
は
當
に
「
倪
㐳
」
に
爲
る
べ
し
」
と
。
萃
に
「
一
握
し
て
笑
を
爲
す
」、「「
握
」
は
讀
み
て
「
夫
三
爲
屋
」
の
「
屋
」
と
爲
す
」
と
。

繫
辭
に
「
道
は
天
下
を
濟
ふ
」、「
道
」
は
當
に
「
導
」
に
作
る
べ
し
。「
天
下
の
至
賾
を
言
ふ
」、「
賾
」
は
當
に
「
動
」
と
爲
す
べ
し
。
説
卦
に
「
乾
卦

と
爲
す
」、「
乾
」
は
當
に
「
幹
」
と
爲
す
べ
し
、
と
。
其
の
説 
鑿 
多
し
。
鄭
の
學
今
傳
ふ
る
こ
と
亡
し
、『
釋
文
』
及
び
『
正
義
』
に
間
ま
之
を
見
る
。

　

こ
の
条
は
長
文
に
見
え
る
が
、
そ
の
中
身
は
『
易
經
』
の
經
文
の
文
字
の
異
同
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
鄭
玄
の
著
名
な
注
釈
書
の
一
つ
に
『
毛
詩
』
鄭
箋
が

あ
る
が
、『
易
經
』
に
も
注
釈
を
し
た
。
鄭
玄
の
「
易
」
学
は
王
應
麟
の
時
代
で
は
す
で
に
滅
び
、『
經
典
釋
文
』
や
『
周
易
注
疏
』
に
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

そ
れ
を
王
應
麟
は
丹
念
に
集
め
、
一
々
示
し
た八

。
こ
の
よ
う
に
文
字
の
異
同
を
密
に
確
認
す
る
こ
と
が
王
應
麟
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
漢
唐
に

発
達
し
た
訓
詁
学
は
、
一
字
の
意
味
を
確
定
す
る
こ
と
を
中
心
の
一
つ
と
す
る
学
問
で
あ
る
。『
提
要
』
に
あ
る
「
能
知
漢
唐
諸
儒
、
本
本
原
原
、
具
有
根
底
」

が
端
的
に
表
れ
る
条
で
あ
ろ
う
。

　
　

 

⑪
『
書
』「
序
」、「
八
卦
之
説
、
謂
之
「
八
索
」、
求
其
義
也
。」
而
賈
逵
以
爲
「
八
王
之
法
」、
張
平
子
以
爲
『
周
禮
』「
八
議
之
刑
」、
索
、
空
也
。
空
設
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之
。
唯
馬
融
以
爲
八
卦
。
杜
預
但
云
「
古
書
名
」、
蓋
孔
安
國
『
書
』「
序
」
猶
未
行
也
。
愚
按
、『
國
語
』
史
伯
曰
、「
平
八
索
以
成
人
。」
韋
昭
注
「
謂

八
體
、
以
應
八
卦
也
。
謂
乾
爲
首
、
坤
爲
腹
、
震
爲
足
、
巽
爲
股
、
離
爲
目
、
兑
爲
口
、
坎
爲
耳
、
艮
爲
手
。」
此
足
以
證
孔
・
馬
之
説
。

　
　

 
⑪
『
書
』「
序
」
に
、「
八
卦
の
説
、
之
を
「
八
索
」
と
謂
ふ
、
其
の
義
を
求
む
る
な
り
」
と
。
而
る
に
賈
逵
以
て
「
八
王
の
法
」
と
爲
す
、
張
平
子
以
て

『
周
禮
』
の
「
八
議
の
刑
」
と
爲
す
、
索
は
、
空
な
り
。
之
を
空
設
す
。
唯
だ
馬
融
の
み
以
て
八
卦
と
爲
す
。
杜
預
但
だ
云
ふ
「
古
書
の
名
な
り
」
と
、

蓋
し
孔
安
國
の
『
書
』「
序
」
は
猶
ほ
未
だ
行
は
れ
ざ
る
な
り
。
愚
按
ず
る
に
、『
國
語
』
に
史
伯
曰
は
く
、「
八
索
を
平
ら
か
に
し
て
以
て
人
を
成
す
」
と
。

韋
昭
の
注
に
「
八
體
を
謂
ふ
、
以
て
八
卦
に
應
ず
る
な
り
。
謂
ふ
こ
こ
ろ
は
、
乾
を
首
と
爲
し
、
坤
を
腹
と
爲
し
、
震
を
足
と
爲
し
、
巽
を
股
と
爲
し
、

離
を
目
と
爲
し
、
兑
を
口
と
爲
し
、
坎
を
耳
と
爲
し
、
艮
を
手
と
爲
す
、
と
」。
此
れ
以
て
孔
・
馬
の
説
を
證
す
る
に
足
る
。

　

こ
の
条
は
『
書
經
』
の
序
文
に
あ
る
一
文
を
多
く
の
説
を
引
用
し
て
検
討
す
る
。『
尚
書
』「
序
文
」
の
「
八
索
」
と
『
易
經
』
の
「
八
卦
」
と
は
同
様
の
も

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
ま
ず
、「
八
索
」
を
賈
逵
は
「
八
王
之
法
」
と
説
明
す
る
。
次
に
、
張
衡
は
『
周
禮
』
の
「
八
議
之
刑
」
と

す
る
。
さ
ら
に
、
馬
融
は
孔
安
国
と
同
じ
「
八
卦
」
と
し
、
杜
預
は
「
古
書
名
」
と
し
た九

。
孔
安
國
の
「
序
」
が
世
に
通
行
す
る
ま
で
は
こ
の
よ
う
に
学
説
が

い
く
つ
か
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
王
應
麟
は
『
國
語
』「
鄭
語
」
の
一
節
を
引
用
し
、
韋
昭
の
注
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
王
應
麟
は
孔

安
國
及
び
馬
融
の
注
の
典
拠
を
確
認
し
た
。「
八
索
」
に
つ
い
て
の
多
く
の
説
を
引
用
し
つ
つ
、
根
拠
の
あ
る
解
釈
を
明
確
に
し
た
条
と
言
え
よ
う
。

　
　

 

⑫
『
釋
文
』
引
『
子
夏
傳
』
云
、「
地
得
水
而
柔
、
水
得
地
而
流
。
故
曰
比
。」『
周
禮
疏
』
謂
、「
坤
爲
土
、
坎
爲
水
、
水
得
土
而
流
、
土
得
水
而
柔
。
是

水
土
和
合
。
故
象
「
先
王
建
萬
國
、
親
諸
侯
。」」

　
　

 

⑫
『
釋
文
』
に
『
子
夏
傳
』
を
引
き
て
云
ふ
、「
地
は
水
を
得
て
柔
な
り
、
水
は
地
を
得
て
流
る
。
故
に
比
と
曰
ふ
」
と
。『
周
禮
疏
』
に
謂
ふ
、「
坤
を

土
と
爲
し
、
坎
を
水
と
爲
す
、
水
は
土
を
得
て
流
れ
、
土
は
水
を
得
て
柔
な
り
。
是
れ
水
土
の
和
合
な
り
。
故
に
象
に
「
先
王
萬
國
を
建
て
、
諸
侯
に
親

し
む
」
と
」
と
。

　

こ
の
条
は
王
と
諸
侯
と
の
関
係
を
土
と
水
と
の
関
係
に
譬
え
て
述
べ
た
条
で
あ
ろ
う
。『
經
典
釋
文
』
で
は
『
子
夏
易
傳
』
を
引
用
し
、「
比
」
卦
を
説
明
す

る
。
ま
た
『
周
禮
』
夏
官
「
大
司
馬
」
の
疏
に
お
い
て
、
同
様
の
一
節
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
比
」
卦
象
傳
に
「
地
上
有
水
、
比
、
先
王
以
建
萬
國
、
親
諸

侯
（
地
上
に
水
有
り
、
比
な
り
、
先
王
萬
國
を
建
つ
る
を
以
て
、
諸
侯
と
親
し
む
。）」
と
あ
る
。
自
然
界
に
お
い
て
土
と
水
は
重
要
な
役
割
を
持
つ
こ
と
は
言
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う
ま
で
も
な
い
。
一
方
が
一
方
の
力
を
借
り
て
そ
の
特
性
を
発
揮
す
る
。
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
成
立
し
な
い
様
子
が
「
水
土
和
合
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、

そ
の
比
喩
を
も
と
に
考
え
れ
ば
、
王
と
諸
侯
は
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
べ
き
か
。
そ
の
解
答
を
、
王
應
麟
は
『
子
夏
易
傳
』
及
び
『
周
禮
』
の
疏
に
よ
っ
て

解
説
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

 

⑬
王
肅
注
『
易
』
十
卷
、
今
不
傳
。
其
注
「
噬
乾

、
得
金
矢
」
曰
、「
四
體
離
陰
卦
、
骨
之
象
。
骨
在
乾
肉
、
脯
之
象
。
金
矢
所
以
獲
野
禽
、
故
食
之

反
得
金
矢
。
君
子
於
味
必
思
其
毒
、
於
利
必
備
其
難
。」
見
『
太
平
御
覽
』。

　
　

 

⑬
王
肅
注
『
易
』
十
卷
、
今
傳
は
ら
ず
。
其
の
「
乾

を
噬
し
て
、
金
矢
を
得
」
に
注
し
て
曰
は
く
、「
四
體
の
陰
卦
に
離
る
は
、
骨
の
象
な
り
。
骨
の

乾
肉
に
在
る
は
、
脯
の
象
。
金
矢
は
野
禽
を
獲
る
所
以
な
り
、
故
に
之
を
食
ひ
て
反
つ
て
金
矢
を
得
た
り
。
君
子
の
味
ふ
に
於
て
必
ず
其
の
毒
を
思
ひ
、

利
あ
る
に
於
て
必
ず
其
の
難
に
備
ふ
」
と
。『
太
平
御
覽
』
に
見
ゆ
。

　

こ
の
条
は
、
す
で
に
佚
し
た
王
肅
の
『
易
經
』
へ
の
注
釈
書
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
る
。「
噬
乾

、
得
金
矢
」
の
一
節
は
「
噬

」
卦
九
四
爻
の
一
節
で

あ
る
。
王
肅
が
注
し
た
『
周
易
』
は
『
隋
書
』「
經
籍
志
」・『
旧
唐
書
』「
經
籍
志
」・『
宋
史
』「
藝
文
志
」・『
經
典
釋
文
』「
叙
録
」
に
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
そ
の
著
作
は
佚
し
た
よ
う
で
あ
る
。
王
應
麟
は
そ
の
王
肅
の
注
釈
の
一
部
分
を
『
太
平
御
覧
』
の
八
百
六
十
二
巻
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
言

う一
〇

。『
提
要
』
の
い
う
王
應
麟
の
「
博
洽
多
聞
」
さ
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
　

 

⑭
「
坊
記
」
曰
、「
不
耕
穫
、
不

畬
、
凶
。」『
荀
子
』
曰
「
括
囊
无
咎
无
譽
、
腐
儒
之
謂
也
。」『
左
氏
傳
』
穆
姜
以
「
元
・
亨
・
利
・
貞
」
爲
隨
之
四
德
。

爲
是
説
者
、
其
未
見
彖
・
象
・
文
言
歟
。

　
　

 

⑭
「
坊
記
」
に
曰
は
く
、「
耕
穫
せ
ず
、

畬
せ
ず
、
凶
な
り
。」『
荀
子
』
に
曰
は
く
「
括
囊
し
て
咎
无
く
譽
无
し
、
腐
儒
の
謂
な
り
」
と
。『
左
氏
傳
』

に
穆
姜
「
元
・
亨
・
利
・
貞
」
を
以
て
隨
の
四
德
と
爲
す
。
是
の
説
を
爲
す
者
は
、
其
れ
未
だ
彖
・
象
・
文
言
を
見
ざ
る
か
。

　

こ
の
条
は
『
禮
記
』「
坊
記
」・『
荀
子
』「
非
相
篇
」・『
春
秋
左
氏
傳
』「
襄
公
九
年
」
傳
の
三
ヶ
所
に
『
易
經
』
の
一
節
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
れ

ら
を
提
示
し
た
後
、王
應
麟
は
一
言
付
け
加
え
る
。
こ
の
王
應
麟
の
一
言
は
重
要
な
発
言
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
今
ま
で
確
認
で
終
え
て
い
た
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
疑
問
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
重
要
な
の
は
解
答
を
得
る
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。『
禮
記
』・『
荀
子
』・『
春
秋
左
氏
傳
』
に
お
い
て
、『
易

經
』
の
一
節
を
引
用
し
て
自
説
を
展
開
す
る
彼
ら
は
、『
易
經
』
の
「
彖
傳
」・「
象
傳
」・「
文
言
」
を
見
て
い
な
い
の
で
な
い
か
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考

147-齋藤成治氏.indd   157147-齋藤成治氏.indd   157 2018/02/21   10:06:102018/02/21   10:06:10



158

え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
、現
存
す
る
『
易
經
』
は
長
い
時
間
を
か
け
、か
つ
複
数
の
人
物
の
手
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、『
禮

記
』・『
荀
子
』・『
春
秋
左
氏
傳
』
が
整
理
さ
れ
た
頃
に
『
易
經
』
も
す
で
に
現
在
の
形
に
整
理
さ
れ
て
い
た
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
王
應
麟
は
先
の
三
書
が
整
理
さ
れ
た
頃
に
は
『
易
經
』
も
あ
る
程
度
は
整
理
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　

 

⑮
繫
辭
正
義
云
「
韓
氏
親
受
業
於
王
弼
、
承
王
弼
之
旨
、
故
引
弼
云
以
證
成
其
義
。」
愚
考
、
王
弼
終
於
魏
正
始
十
年
、
韓
康
伯
東
晉
簡
文
帝
引
爲
談
客
。

二
人
不
同
時
、
相
去
甚
遠
、
謂
之
「
親
受
業
」、
誤
矣
。

　
　

 

⑮
繫
辭
の
正
義
に
云
ふ
「
韓
氏
親
ら
業
を
王
弼
に
受
け
、
王
弼
の
旨
を
承
け
、
故
に
弼
云
ふ
を
引
き
以
て
其
の
義
を
證
成
す
」
と
。
愚
考
ふ
る
に
、
王
弼

は
魏
の
正
始
十
年
に
終
ふ
、
韓
康
伯
は
東
晉
の
簡
文
帝
引
き
て
談
客
と
爲
す
。
二
人
時
を
同
じ
く
せ
ず
、
相
去
る
こ
と
甚
だ
遠
し
、
之
を
「
親
ら
業
を
受

く
」
と
謂
ふ
は
、
誤
り
な
ら
ん
。

　

こ
の
条
は
『
易
經
』「
繋
辭
上
」
の
「
疏
」
に
つ
い
て
の
条
で
あ
る
。「
繋
辭
上
」
の
本
文
に
「
大
衍
之
數
五
十
、
其
用
四
十
有
九
。（
大
衍
の
數
五
十
、
其

の
用
四
十
有
九
。）」
と
あ
り
、
疏
に
同
文
が
あ
る
。
こ
の
疏
に
つ
い
て
王
應
麟
は
言
及
す
る
。
王
弼
は
三
国
魏
の
正
始
十
年
に
没
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
の
王
弼
に
業
を
受
け
た
と
さ
れ
る
韓
康
伯
は
東
晉
の
人
で
あ
る一

一

。
こ
の
二
人
は
同
時
代
の
人
で
は
な
い
た
め
、
直
接
会
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
王
弼
の

学
問
が
誰
か
を
経
由
し
て
韓
康
伯
に
継
承
さ
れ
た
な
ら
ば
、「
親
」
と
言
わ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
親
受
業
」
と
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る
、
と
王
應
麟

は
言
及
す
る
。
こ
の
よ
う
に
王
應
麟
は
正
史
を
用
い
て
歴
史
的
事
実
の
確
認
と
修
正
を
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
注
疏
に
引
か
れ
る
人
物
関
係
に
つ
い
て
、
王

應
麟
は
い
つ
の
時
代
の
人
か
と
い
う
こ
と
を
、
正
史
を
用
い
て
確
認
す
る
。

　
　

 

⑯
『
漢
書
』「
叙
傳
」「
六
世
眈
眈
、其
欲

」、〔
音
滌
。〕
注
、「
頤
六
四
爻
辭
。

、欲
利
之
貌
。
今
『
易
』
作
「
逐
逐
」。」『
子
夏
傳
』
作
「
攸
攸
」。

顔
注
以
「

」
爲
欲
利
、
輔
嗣
以
「
逐
逐
」
爲
尚
實
、
其
義
不
同
。

　
　

 

⑯
『
漢
書
』
の
「
叙
傳
」
に
「
六
世
眈
眈
た
り
、
其
の
欲

た
り
」
と
、〔
音
は
滌
。〕
注
に
、「
頤
の
六
四
の
爻
辭
な
り
。

は
、
利
を
欲
す
る
の
貌
。

今
の
『
易
』
は
「
逐
逐
」
に
作
る
」
と
。『
子
夏
傳
』
に
「
攸
攸
」
に
作
る
。
顔
の
注
に
「

」
を
以
て
利
を
欲
す
と
爲
す
、
輔
嗣
「
逐
逐
」
を
以
て

實
を
尚
ぶ
と
爲
す
、
其
の
義
同
じ
か
ら
ず
。

　

こ
の
条
は
『
漢
書
』「
叙
傳
下
」
の
一
節
の
文
字
の
異
同
と
、
そ
れ
に
よ
る
訓
詁
の
変
化
を
述
べ
る
。
顔
師
古
の
注
に
よ
れ
ば
、「
六
世
眈
眈
、
其
欲

」
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は
『
易
經
』「
頤
」
卦
六
四
爻
の
一
句
で
あ
り
、
利
益
を
欲
す
る
様
子
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
『
易
經
』
で
は
「
逐
逐
」
に
作
る
、
と
い
う
。
顔
師
古
は

こ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
が
、『
周
易
』
王
弼
注
で
は
「
逐
逐
尚
敦
實
也
。（
逐
逐
は
敦
實
を
尚
ぶ
な
り
。）」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
顔
師
古
の
注
と
王
弼
の
注
で
解

釈
に
齟
齬
が
あ
る
。
故
に
王
應
麟
は
「
其
義
不
同
」
と
し
た
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
顔
師
古
と
王
弼
と
の
解
釈
の
ど
ち
ら
が
正
し
い

か
と
い
う
こ
と
に
言
及
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
解
釈
の
違
い
を
指
摘
す
る
に
留
ま
り
、
確
実
な
証
拠
が
な
い
場
合
は
判
断
を
控
え
る
と
い
っ
た
王
應
麟
の
立
場

が
伺
え
る
条
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
　

 

⑰
『
館
閣
書
目
』、「『
周
易
元
包
』
十
卷
、
唐
衛
元
嵩
撰
。」
今
按
楊
楫
「
序
」
云
、「
元
嵩
、
益
州
成
都
人
。
明
陰
陽
暦
算
、
獻
䇿
後
周
、
賜
爵
持
節
蜀

郡
公
。
武
帝
尊
禮
、
不
敢
臣
之
。」『
北
史
』「
藝
術
傳
」、「
蜀
郡
衛
元
嵩
、
好
言
將
來
事
、
不
信
釋
教
、
嘗
上
疏
極
論
之
。」『
書
目
』
以
爲
唐
人
、
誤
矣
。

　
　

 

⑰
『
館
閣
書
目
』
に
、「『
周
易
元
包
』
十
卷
、
唐
の
衛
元
嵩
の
撰
」
と
。
今
按
ず
る
に
楊
楫
の
「
序
」
に
云
ふ
、「
元
嵩
は
、
益
州
成
都
の
人
。
陰
陽
暦

算
に
明
ら
か
に
し
て
、
策
を
後
周
に
獻
じ
、
爵
を
賜
は
り
て
持
節
蜀
郡
公
た
り
。
武
帝
禮
を
尊
び
、
敢
て
之
を
臣
と
せ
ず
」
と
。『
北
史
』「
藝
術
傳
」
に
、

「
蜀
郡
の
衛
元
嵩
、
好
み
て
將
來
の
事
を
言
ふ
、
釋
教
を
信
ぜ
ず
、
嘗
て
上
疏
し
て
之
を
極
論
す
」
と
。『
書
目
』
に
以
て
唐
の
人
と
爲
す
は
、
誤
れ
り
。

　

こ
の
条
は
『
中
興
館
閣
書
目
』
の
撰
者
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
る
。
王
應
麟
は
『
周
易
元
包
』
の
「
序
文
」
を
引
用
し
て
確
認
す
る
。
さ
ら
に
『
北
史
』
を

引
用
し
て
「
衛
元
嵩
」
の
名
前
と
そ
の
人
物
の
様
子
が
書
か
れ
た
個
所
を
示
し
た
。
序
文
を
見
て
も
、『
北
史
』
を
見
て
も
、「
唐
」
の
人
で
あ
る
と
は
書
か
れ

て
い
な
い
。『
中
興
館
閣
書
目
』
が
何
を
見
て
「
唐
」
と
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
王
應
麟
は
『
中
興
館
閣
書
目
』
の
表
記
は
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の

よ
う
に
目
録
ま
で
幅
広
く
確
認
を
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
章
で
は
、
王
應
麟
は
漢
代
及
び
唐
代
の
『
易
經
』
の
議
論
を
確
認
し
た
。
こ
こ
ま
で
で
見
ら
れ
た
王
應
麟
の
学
術
の
特
徴
は
何
か
。
そ
れ
は
、
文
字
の

異
同
を
丹
念
に
示
し
た
条
が
あ
り
、「
八
索
」
と
「
八
卦
」
の
関
係
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
語
句
や
伝
承
に
つ
い
て
、王
應
麟
は
多
様
な
書
物
を
引
用
す
る
。

そ
の
他
で
も
引
用
さ
れ
た
書
物
は
、『
經
典
釋
文
』・『
周
禮
』・『
禮
記
』・『
春
秋
左
氏
傳
』
と
い
っ
た
経
書
を
は
じ
め
と
し
て
、『
漢
書
』・『
國
語
』・『
北
史
』

と
い
っ
た
歴
史
書
、『
荀
子
』・『
太
平
御
覧
』・『
中
興
館
閣
書
目
』
と
い
っ
た
諸
子
・
類
書
・
目
録
書
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
王
應
麟
は
幅
広
い
引
用
に
よ
っ

て
確
認
を
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
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四
、
宋
代
の
注
釈
に
関
し
て

　

こ
こ
か
ら
、
宋
代
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
、
王
應
麟
は
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
行
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
い
く
。

　
　

 

⑱
張
子
曰
、「
易
爲
君
子
謀
、
不
爲
小
人
謀
。」
朱
子
謂
、「
聖
人
作
易
、
示
人
以
吉
凶
。
言
利
貞
、
不
言
利
不
貞
。
言
貞
吉
、
不
言
不
貞
吉
。
言
利
禦
寇
、

不
言
利
爲
寇
也
。」

　
　

 

⑱
張
子
曰
は
く
、「
易
は
君
子
の
爲
め
に
謀
る
、
小
人
の
爲
め
に
謀
ら
ず
」
と
。
朱
子
謂
ふ
、「
聖
人 

易
を
作
り
、
人
に
示
す
に
吉
凶
を
以
て
す
。
貞
に

利
し
と
言
ひ
て
、
不
貞
に
利
し
と
言
は
ず
。
貞
に
し
て
吉
と
言
ひ
て
、
不
貞
に
し
て
吉
と
言
は
ず
。
寇
を
禦
ぐ
に
利
し
と
言
ひ
て
、
寇
を
爲
す
に
利
し
と

言
は
ざ
る
な
り
」
と
。

　

こ
こ
の
「
張
子
」
と
は
張
載
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
一
節
は
『
正
蒙
』「
大
易
篇
第
十
四
」
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
朱
子
の
一
節
は
『
朱
子
語
類
』
巻

六
十
六
に
見
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
も
『
易
經
』
の
一
端
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
易
經
』
全
体
を
解
説
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
端
を
説
明
す
る
と
い
っ
た
解
説
は
、
多
く
の
学
説
が
残
さ
れ
て
い
る
。
張
子
と
朱
子
の
一
節
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
王
應
麟
は
こ
の
二
人
の
説
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
易
經
』
と
は
何
か
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　

 

⑲
『
易
』「
正
義
」
云
、「
伏
犧
制
卦
、
文
王
繫
辭
、
孔
子
作
十
翼
。」
朱
子
謂
「
繫
辭
本
文
王
・
周
公
所
作
之
辭
、
繫
于
卦
爻
之
下
者
。
上
繫
・
下
繫
乃

孔
子
所
述
繫
辭
之
傳
也
。」
彖
、
即
文
王
所
繫
之
辭
。
象
者
、
卦
之
上
下
兩
象
及
兩
象
之
六
爻
、
周
公
所
繫
之
辭
也
。
彖
・
象
・
上
下
傳
者
、
孔
子
釋
經

之
辭
也
。
愚
按
、『
釋
文
』
云
、「
王
肅
本
作
繫
辭
上
傳
、
訖
於
雜
卦
、
皆
有
「
傳
」
字
。」『
本
義
』
從
之
。『
漢
』「
儒
林
傳
」
云
、「
孔
子
晩
而
好
易
、

讀
之
韋
編
三
絶
、
而
爲
之
傳
。」
王
肅
本
是
也
。

　
　

 

⑲
『
易
』
の
「
正
義
」
に
云
ふ
、「
伏
犧 

卦
を
制
し
、
文
王 

辭
を
繫
け
、
孔
子 
十
翼
を
作
る
」
と
。
朱
子
謂
へ
ら
く
「
繫
辭
は
本 

文
王
・
周
公
の
作
る

所
の
辭
な
り
、
卦
爻
の
下
に
繫
く
る
者
な
り
。
上
繫
・
下
繫
は
乃
ち
孔
子
の
述
ぶ
る
所
の
繫
辭
の
傳
な
り
」
と
。
彖
は
、
即
ち
文
王
の
繫
く
る
所
の
辭
な

り
。
象
は
、
卦
の
上
下
兩
象
及
び
兩
象
の
六
爻
に
し
て
、
周
公
の
繫
く
る
所
の
辭
な
り
。
彖
・
象
・
上
下
の
傳
は
、
孔
子
の
經
を
釋
く
の
辭
な
り
。
愚
按

ず
る
に
、『
釋
文
』
に
云
ふ
、「
王
肅 

本
と
繫
辭
上
傳
を
作
り
て
、
雜
卦
に
訖
は
る
ま
で
、
皆
「
傳
」
の
字
有
り
」
と
。『
本
義
』
之
に
從
ふ
。『
漢
』「
儒
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林
傳
」
に
云
ふ
、「
孔
子
晩
に
し
て
易
を
好
み
、
之
を
讀
み
て
韋
編
三
絶
す
、
而
し
て
之
が
傳
を
爲
る
」
と
。
王
肅
是
に
本
づ
く
な
り
。

　

こ
の
条
は
「
卦
辭
」・「
爻
辭
」
は
誰
の
手
に
よ
る
も
の
か
、
と
い
う
議
論
で
あ
る
。『
周
易
』「
正
義
」
に
よ
れ
ば
、
伏
犧
・
文
王
・
孔
子
の
三
人
と
す
る
。

そ
れ
に
対
し
、
朱
子
は
『
周
易
本
義
』
巻
二
に
て
文
王
・
周
公
・
孔
子
の
三
人
と
し
た
。
王
應
麟
は
『
易
經
』
の
作
者
は
朱
子
の
説
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
条
の
後
半
に
お
い
て
、
ま
ず
、
朱
子
の
『
周
易
本
義
』
が
拠
り
所
と
し
た
『
經
典
釋
文
』
を
引
用
し
た
。
そ
の
後
、『
漢
書
』「
儒
林
傳
」
を
引
用

し
、『
經
典
釋
文
』
中
の
王
肅
の
説
の
拠
り
所
を
確
認
す
る
。『
周
易
本
義
』
の
出
典
を
確
認
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
の
出
典
に
遡
る
こ
と
で
、『
周
易

本
義
』
の
説
を
確
認
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、『
周
易
本
義
』
は
『
漢
書
』「
儒
林
傳
」
を
下
地
に
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
朱
子
の
説
は
孔
穎
達
の
「
正

義
」
で
は
な
く
、『
漢
書
』「
儒
林
傳
」
を
典
拠
と
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

 

⑳
程
子
言
易
、謂
「
得
其
義
、則
象
數
在
其
中
」、朱
子
以
爲
「
先
見
象
數
、方
説
得
理
、不
然
事
無
實
證
、則
虚
理
易
差
。」
愚
嘗
觀
顔
延
之
庭
誥
云
、「
馬
・

陸
得
其
象
數
、
取
之
於
物
。
荀
・
王
舉
其
正
宗
、
得
之
於
心
。」
其
説
以
荀
・
王
爲
長
。
李
泰
發
亦
謂
「
一
行
明
數
而
不
知
其
義
、
管
輅
明
象
而
不
通
其
理
、

蓋
自
輔
嗣
之
學
行
、
而
象
數
之
説
隱
。
然
義
理
・
象
數
、
一
以
貫
之
、
乃
爲
盡
善
。」
故
李
鼎
祚
獨
宗
康
成
之
學
、
朱
子
發
兼
取
程
・
邵
之
説
。

　
　

 

⑳
程
子
『
易
』
を
言
ひ
て
、
謂
へ
ら
く
「
其
の
義
を
得
れ
ば
、
則
ち
象
數
其
の
中
に
在
り
」
と
、
朱
子
以
爲
へ
ら
く
「
先
づ
象
數
を
見
、
方
に
得
理
を
説

き
、
然
ら
ざ
れ
ば
事
實
證
無
き
は
、
則
ち
虚
理
差
ひ
易
し
」
と
。
愚
嘗
て
顔
延
之
「
庭
誥
」
に
、「
馬
・
陸
其
の
象
數
を
得
て
、
之
を
物
に
取
る
。
荀
・

王
其
の
正
宗
を
擧
げ
て
、
之
を
心
に
得
た
り
」
と
云
ふ
を
觀
る
。
其
の
説
荀
・
王
を
以
て
長
と
爲
す
。
李
泰
發
も
亦
謂
へ
ら
く
「
一
行
は
數
を
明
ら
か
に

し
て
其
の
義
を
知
ら
ず
、
管
輅
は
象
を
明
ら
か
に
し
て
其
の
理
に
通
ぜ
ず
、
蓋
し
輔
嗣
の
學 

行
は
れ
て
自
り
、
而
し
て
象
數
の
説
隱
る
。
然
し
て
義
理
・

象
數
、
一
以
て
之
を
貫
く
、
乃
ち
善
を
盡
す
と
爲
す
」
と
。
故
に
李
鼎
祚
獨
り
康
成
の
學
を
宗
と
し
、
朱
子
發 

程
・
邵
の
説
を
兼
ね
取
る
。

　

こ
の
条
は
『
易
經
』
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
を
問
題
に
し
た
際
に
、
そ
の
方
法
は
二
つ
に
分
か
れ
る
こ
と
を
言
及
す
る
。
そ
の
二
つ
を
こ
こ
で
は
便
宜

的
に
「
象
數
派
」
と
「
義
理
派
」
と
呼
称
し
て
お
く
。
程
伊
川
が
言
う
に
は
、『
易
經
』
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、「
得
其
義
」
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、

程
伊
川
は
「
義
理
派
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
朱
子
が
言
う
に
は
、「
見
象
數
」
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
朱
子
は
「
象
數
派
」
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に

纏
め
た
う
え
で
、
王
應
麟
は
顔
延
之
の
「
庭
誥
」
と
い
う
作
品
を
引
用
し
た
。
顔
延
之
の
「
庭
誥
」
は
『
宋
書
』
に
そ
の
作
品
が
あ
る
が
、
王
應
麟
が
示
し
た

一
節
は
な
い
。
た
だ
し
、『
太
平
御
覧
』
巻
六
百
八
に
「
馬
・
陸
得
其
象
數
而
失
其
成
理
、
荀
・
王
擧
其
正
宗
而
略
其
象
數
。（
馬
・
陸
は
其
の
象
數
を
得
て
其
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の
成
理
を
失
ひ
、
荀
・
王
は
其
の
正
宗
を
擧
げ
て
其
の
象
數
を
略
す
。）」
と
類
似
し
た
一
節
が
あ
る
。
ま
た
李
泰
發
も
一
行
は
「
數
」
に
は
明
る
い
が
「
義
」

は
分
か
っ
て
い
な
い
、
管
輅
は
「
象
」
に
は
明
る
い
が
「
理
」
は
分
か
っ
て
い
な
い
、
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
象
數
派
」
か
「
義
理
派
」
か
に
分
か
れ
て
し

ま
う
が
、
結
局
は
「
盡
善
」
に
行
き
着
く
と
李
泰
發
は
言
う
。
ま
た
、
李
鼎
祚
は
鄭
玄
の
学
問
に
沿
い
、
朱
子
發
は
程
伊
川
と
邵
雍
の
説
を
採
用
し
た
。
誰
が

ど
の
系
統
に
属
す
る
か
を
王
應
麟
は
整
理
し
た
の
で
あ
る一
二

。

　
　

 

㉑
歐
陽
公
以
『
河
圖
』・『
洛
書
』
爲
怪
妄
。
東
坡
云
、「
著
於
『
易
』、
見
於
『
論
語
』、
不
可
誣
也
。」
南
豐
云
、「
以
非
所
習
見
、
則
果
於
以
爲
不
然
、

是
以
天
地
萬
物
之
變
爲
可
盡
於
耳
目
之
所
及
、
亦
可
謂
過
矣
。」
蘇
・
曾
皆
歐
陽
公
門
人
、
而
論
議
不
茍
同
如
此
。

　
　

 

㉑
歐
陽
公
『
河
圖
』・『
洛
書
』
を
以
て
怪
妄
と
爲
す
。
東
坡
云
ふ
、「『
易
』
に
著
は
れ
、『
論
語
』
に
見
ゆ
れ
ば
、
誣
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
南
豐

云
ふ
、「
習
見
す
る
所
に
非
ざ
る
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
以
て
然
ら
ず
と
爲
す
を
果
た
す
、
是
れ
天
地
萬
物
の
變
を
以
て
耳
目
の
及
ぶ
所
を
盡
す
べ
し
と

爲
す
、
亦
過
れ
り
と
謂
ふ
べ
し
」
と
。
蘇
・
曾
皆
歐
陽
公
の
門
人
な
る
も
、
而
れ
ど
も
論
議
茍
同
せ
ざ
る
こ
と
此
く
の
如
し
。

　

こ
の
条
は
欧
陽
脩
・
蘇
軾
・
曾
鞏
の
三
人
を
列
挙
し
、
そ
の
三
人
が
『
河
圖
』・『
洛
書
』
に
対
し
て
議
論
し
た一

三

。『
易
經
』
は
経
書
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、

占
い
の
書
で
も
あ
る
。
故
に
神
秘
性
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
特
性
を
も
つ
書
物
の
最
た
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
『
河
圖
』・『
洛
書
』
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

欧
陽
脩
は
『
河
圖
』・『
洛
書
』
を
「
怪
妄
」
と
否
定
的
に
み
な
し
た
。
そ
の
様
相
は
「
廖
氏
文
集
序
」
に
「
秦
遂
焚
書
、
六
經
於
是
中
絶
。
漢
興
蓋
久
而
後
出
、

其
散
亂
磨
滅
、
既
失
其
傳
。
然
後
諸
儒
因
得
措
其
異
説
於
其
間
。
如
『
河
圖
』・『
洛
書
』、
怪
妄
之
尤
甚
者
。（
秦
遂
に
焚
書
し
、
六
經
是
に
於
て
中
絶
せ
り
。

漢
の
興
り
て
蓋
し
久
し
く
し
て
後
に
出
で
、
其
れ
散
亂
磨
滅
し
、
既
に
其
の
傳
を
失
へ
り
。
然
る
後
に
諸
儒
因
り
て
其
の
異
説
を
其
の
間
に
措
じ
ふ
を
得
。『
河

圖
』・『
洛
書
』
の
如
き
は
、
怪
妄
の
尤
も
甚
し
き
者
な
り
。）」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
蘇
軾
は
『
東
坡
易
傳
』
で
、
曾
鞏
は
「
洪
範
傳
」
の
中
で
「
不
可
誣

也
」、「
亦
可
謂
過
矣
」
と
言
い
、
欧
陽
脩
と
同
様
の
立
場
を
と
ら
な
い一
四

。
王
應
麟
は
、
蘇
軾
と
曾
鞏
は
欧
陽
脩
の
「
門
人
」
だ
が
、
そ
の
議
論
は
こ
の
よ
う
に

異
な
る
と
言
及
す
る
。
同
門
で
あ
る
た
め
に
同
様
の
考
え
方
を
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
王
應
麟
は
こ
の
三
者
の
説
に
つ
い
て
、
自
説
を
述
べ
な
い
。
王

應
麟
自
身
が
こ
れ
ら
に
つ
い
て
ど
う
考
え
た
か
を
書
か
ず
に
終
え
る
こ
と
は
、
彼
の
記
述
の
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

 

㉒
「
高
宗
伐
鬼
方
」、『
後
漢
』「
西
羌
傳
」「
武
丁
征
西
羌
鬼
方
、
三
年
乃
克
。」『
竹
書
紀
年
』「
武
丁
三
十
五
年
、
周
王
季
伐
西
落
鬼
戎
」、
然
則
鬼
方
即

鬼
戎
與
。『
詩
』「
殷
武
」「
奮
伐
荆
楚
」、
朱
子
『
集
傳
』
云
、「『
易
』
曰
『
高
宗
伐
鬼
方
、
三
年
克
之
』、
蓋
謂
此
。」
愚
按
、『
大
戴
禮
』「
帝
繫
篇
」「
陸
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終
氏
娶
於
鬼
方
氏
」、「
楚
世
家
」「
陸
終
生
子
六
人
、
六
曰
季
連
、

姓
、
楚
其
後
也
」、
可
以
證
『
集
傳
』
之
説
。

　
　

 
㉒
「
高
宗 

鬼
方
を
伐
つ
」、『
後
漢
』「
西
羌
傳
」
に
「
武
丁 

西
羌
鬼
方
を
征
つ
、
三
年
に
し
て
乃
ち
克
つ
」
と
。『
竹
書
紀
年
』
に
「
武
丁
三
十
五
年
、

周
王
季 
西
落
鬼
戎
を
伐
つ
」
と
、
然
ら
ば
則
ち
鬼
方
は
即
ち
鬼
戎
な
る
か
。『
詩
』
の
「
殷
武
」
に
「
荆
楚
を
奮
ひ
伐
つ
」
と
、
朱
子
『
集
傳
』
に
云
ふ
、

「『
易
』
に
曰
は
く
「
高
宗 

鬼
方
を
伐
つ
、
三
年
に
し
て
之
に
克
つ
」
と
、
蓋
し
此
を
謂
ふ
な
ら
ん
」
と
。
愚
按
ず
る
に
、『
大
戴
禮
』「
帝
繫
篇
」
に
「
陸

終
氏 

鬼
方
氏
を
娶
る
」
と
、「
楚
世
家
」
に
「
陸
終 

子
六
人
を
生
み
、
六
に
曰
は
く
季
連
、

姓
、
楚
は
其
の
後
な
り
」
と
、
以
て
『
集
傳
』
の
説
を

證
す
べ
し
。

　

こ
の
条
は
「
高
宗
伐
鬼
方
」
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
。
ま
ず
『
後
漢
書
』
と
『
竹
書
紀
年
』
を
引
用
す
る
。
そ
の
う
え
で
王
應
麟
は
「
鬼
方
」
は
「
鬼
戎
」

で
な
い
か
と
述
べ
る
。
そ
の
後
、『
詩
經
』
商
頌
「
殷
武
」
を
引
用
し
、『
詩
集
傳
』
の
注
釈
を
引
用
す
る
。
こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
『
易
經
』
の
一
節
は
「
既
濟
」

卦
九
三
爻
に
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
王
應
麟
は
『
大
戴
禮
』
及
び
『
史
記
』
を
引
用
す
る
。
こ
の
二
書
が
、『
詩
集
傳
』
の
注
釈
の
根
拠
で
あ
る
と
い
う
。
な
ぜ

王
應
麟
は
こ
こ
で
『
易
經
』
の
一
節
を
示
し
な
が
ら
『
詩
集
傳
』
を
利
用
し
た
か
。
王
應
麟
が
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
語
は
「
鬼
方
」
で
あ
る
。
そ
の
語
が

あ
る
『
易
經
』
の
一
節
が
、
朱
子
に
よ
っ
て
『
詩
集
傳
』
の
注
釈
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
『
詩
集
傳
』
の
注
釈
は
『
大
戴
禮
』
と
『
史
記
』
と
を
根
拠
と

す
る
。
つ
ま
り
、『
後
漢
書
』・『
竹
書
紀
年
』・『
詩
經
』・『
大
戴
禮
』・『
史
記
』
の
中
に
「
鬼
方
」
と
い
う
語
が
変
化
し
て
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
語
は
違
っ
て
も
『
易
經
』
の
一
節
が
諸
所
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
言
及
す
る
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
で
、
宋
代
に
お
け
る
議
論
と
、
そ
れ
に
対
す
る
王
應
麟
の
言
及
を
確
認
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
張
載
や
朱
子
の
『
易
經
』
解
説
の
引
用
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
、『
易
經
』
を
解
釈
す
る
際
に
「
義
理
派
」
と
「
象
數
派
」
に
分
か
れ
、
漢
代
か
ら
宋
代
に
お
け
る
著
名
な
人
物
た
ち
が
ど
ち
ら
に
分
類
さ
れ
る
か

を
整
理
し
て
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
欧
陽
脩
・
蘇
軾
・
曾
鞏
を
挙
げ
て
『
河
圖
』・『
洛
書
』
に
つ
い
て
の
言
及
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
の
立
場
を
確
認
し
た
。
そ

し
て
『
易
經
』
に
見
ら
れ
る
一
節
を
『
後
漢
書
』・『
竹
書
紀
年
』・『
詩
經
』・『
大
戴
禮
』・『
史
記
』
を
引
用
し
て
議
論
を
展
開
し
た
。
こ
の
章
に
お
い
て
も
王

應
麟
は
幅
広
く
人
物
の
議
論
や
書
物
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
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五
、「
易
緯
」
と
そ
の
言
及
に
関
し
て

　
「
経
書
」
に
は
、
対
に
な
る
「
緯
書
」
と
呼
ば
れ
る
書
物
が
あ
る一

五

。
王
應
麟
は
『
易
經
』
本
文
や
、
そ
の
注
釈
、
そ
し
て
各
時
代
の
議
論
の
み
な
ら
ず
、「
緯

書
」
に
も
視
野
を
拡
大
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
様
相
を
こ
こ
か
ら
確
認
し
て
い
く
。

　
　

 

㉓
『
左
傳
』
疏
引
『
易
』
云
、「
伏
羲
作
十
言
之
教
、
曰
乾
・
坤
・
震
・
巽
・
坎
・
離
・
艮
・
兑
・
消
息
。」
朱
子
發
以
爲
鄭
康
成
之
語
。
愚
謂
「
正
其
本

而
萬
物
理
、
失
之
豪
釐
、
差
以
千
里
。」
見
於
『
易
緯
通
卦
驗
』。
漢
儒
皆
謂
之
『
易
』、
則
此
所
謂
『
易
』
云
者
、
蓋
緯
書
也
。

　
　

 

㉓
『
左
傳
』
の
疏
に
『
易
』
を
引
き
て
云
ふ
、「
伏
羲
十
言
の
教
を
作
る
、
曰
は
く
乾
・
坤
・
震
・
巽
・
坎
・
離
・
艮
・
兑
・
消
息
」
と
。
朱
子
發
以
て

鄭
康
成
の
語
と
爲
す
。
愚
謂
へ
ら
く
「
其
の
本
を
正
し
て
萬
物
理
ま
る
、之
を
豪
釐
に
失
へ
ば
、差
ふ
に
千
里
を
以
て
す
」
と
。『
易
緯
通
卦
驗
』
に
見
ゆ
。

漢
儒
皆
之
を
易
と
謂
ふ
、
則
ち
此
れ
所
謂
『
易
』
と
云
ふ
は
、
蓋
し
緯
書
な
ら
ん
。

　

こ
こ
に
引
か
れ
る
『
左
傳
』
は
『
春
秋
左
氏
傳
』
定
公
四
年
の
正
義
の
一
節
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
春
秋
左
氏
傳
』
に
引
か
れ
る
「
易
」
の
一
節
は
現
行
の
『
易

經
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。「
愚
謂
「
云
々
」」
の
一
節
は
、
僅
か
に
変
化
が
あ
る
が
、
同
様
と
考
え
ら
れ
る
一
節
が
見
ら
れ
る一

六

。
王
應
麟
が
い
う
に
は
、
漢
代
の

儒
者
の
い
う
「
易
」
は
『
易
經
』
の
み
を
指
す
の
で
は
な
く
、「
緯
書
」
を
も
指
す
と
述
べ
る
。
漢
代
に
お
い
て
は
『
易
經
』
だ
け
で
な
く
「
易
緯
」
も
ま
た

一
般
に
流
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
王
應
麟
は
経
書
と
し
て
の
「
易
」
の
み
な
ら
ず
緯
書
と
し
て
の
「
易
」
に
も
視
野
を
広
げ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
　

 

㉔
『
鹽
鐵
論
』
文
學
引
『
易
』
曰
、「
小
人
處
盛
位
、
雖
高
必
崩
。
不
盈
其
道
、
不
恒
其
德
、
而
能
以
善
終
身
、
未
之
有
也
。
是
以
初
登
于
天
、
後
入
于
地
。」

『
説
文
』
引
『
易
』
曰
、「
地
可
觀
者
、
莫
可
觀
於
木
。」
今
『
易
』
無
之
。
疑
『
易
傳
』
及
易
緯
。

　
　

 

㉔
『
鹽
鐵
論
』
の
文
學
に
『
易
』
を
引
き
て
曰
は
く
、「
小
人
の
盛
位
に
處
れ
ば
、
高
し
と
雖
も
必
ず
崩
る
。
其
の
道
を
盈
さ
ず
、
其
の
德
を
恒
に
せ
ず
、

而
し
て
能
く
善
を
以
て
身
を
終
ふ
る
は
、
未
だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
。
是
を
以
て
初
め
は
天
に
登
り
、
後
に
は
地
に
入
る
」
と
。『
説
文
』
に
『
易
』
を

引
き
て
曰
は
く
、「
地
の
觀
る
べ
き
は
、
木
よ
り
觀
る
べ
き
は
莫
し
」
と
。
今
の
『
易
』
に
之
無
し
。
疑
ふ
ら
く
は
『
易
傳
』
及
び
易
緯
な
ら
ん
。

　

こ
の
条
は
『
鹽
鐵
論
』
及
び
『
説
文
解
字
』
が
引
用
す
る
『
易
經
』
の
一
節
に
対
す
る
言
及
で
あ
る
。『
鹽
鐵
論
』「
遵
道
第
二
十
三
」
に
こ
の
一
節
は
引
か

れ
る
。
ま
た
、『
説
文
解
字
』「
目
部
」
の
「
相
」
と
い
う
文
字
の
説
明
の
た
め
に
こ
の
一
節
は
引
用
さ
れ
る
。
二
書
が
引
用
し
た
一
節
は
、す
で
に
佚
し
た
『
子
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夏
易
傳
』
ま
た
は
「
易
緯
」
の
中
の
言
葉
か
、
と
王
應
麟
は
述
べ
る
。
現
存
の
『
易
經
』
に
こ
れ
ら
の
一
節
が
無
い
と
言
っ
て
終
わ
ら
ず
、『
子
夏
易
傳
』・「
易

緯
」
の
ど
ち
ら
か
の
一
節
で
は
な
い
か
、
と
言
及
す
る
。

　
「
易
」
と
聞
け
ば
多
く
の
人
が
『
易
經
』
を
思
い
浮
か
べ
よ
う
。
王
應
麟
は
『
易
經
』
の
み
な
ら
ず
、「
易
緯
」
に
ま
で
言
及
し
た
。
引
用
し
た
「
易
緯
」
と

さ
れ
る
書
物
は
多
く
が
佚
書
と
な
っ
て
い
て
、
直
接
手
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。『
春
秋
左
氏
傳
』
に
見
ら
れ
る
『
易
緯
通
卦
驗
』
と
い
っ
た
書
物
も
あ

れ
ば
、『
鹽
鐵
論
』
や
『
説
文
解
字
』
の
よ
う
に
、引
用
に
の
み
残
存
す
る
「
易
緯
」
の
文
章
も
あ
る
。
王
應
麟
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
も
言
及
を
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
ま
た
、
引
用
の
幅
が
十
分
に
広
い
と
言
え
よ
う
。

六
、
小
結

　

本
稿
で
は
王
應
麟
が
『
困
學
紀
聞
』
に
お
い
て
、『
易
經
』
に
ど
の
よ
う
な
議
論
を
し
、
そ
の
特
徴
を
検
討
し
た
。

　

ま
ず
、『
提
要
』
や
何

に
あ
る
よ
う
に
、
十
分
な
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
先
行
研
究
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
、『
困
學
紀
聞
』
を
取
り
上
げ
て
検
討

す
る
こ
と
は
、
意
味
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
に
『
易
經
』
の
本
文
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
ず
「
乾
」・「
坤
」
を
中
心
に
言
及
し
、
そ
の
他
の
卦
に
も
言
及
し
た
。
ま
た
、
中
に
は
解
説
す
る
よ
う

な
条
も
見
ら
れ
た
。
特
に
、「
乾
」・「
坤
」
を
重
視
し
て
言
及
す
る
こ
と
は
、『
易
經
』
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
易
經
』
の
短

い
一
節
を
ど
う
捉
え
る
か
。
そ
し
て
い
く
つ
か
の
異
な
る
卦
に
見
ら
れ
る
同
じ
一
句
を
ど
う
捉
え
る
か
。
王
應
麟
は
そ
こ
に
注
目
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
漢
代
及
び
唐
代
の
『
易
經
』
の
注
釈
に
お
け
る
議
論
を
確
認
し
た
。
ま
ず
、
文
字
の
異
同
を
丹
念
に
示
し
た
条
が
あ
り
、
語
句
の
関
係
等
に
つ
い
て
、

王
應
麟
は
多
様
な
書
物
を
引
用
す
る
。
そ
こ
で
の
引
用
さ
れ
た
書
物
は
経
書
、
歴
史
書
や
類
書
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
王
應
麟
は
幅
広
い
引
用
に
よ
っ
て
確
認

を
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

　

第
三
に
、
宋
代
に
お
け
る
議
論
と
、
そ
れ
に
対
す
る
王
應
麟
の
言
及
を
確
認
し
た
。
そ
こ
に
は
『
易
經
』
解
説
の
引
用
、『
易
經
』
を
解
釈
す
る
際
の
「
義

理
派
」・「
象
數
派
」
の
分
類
と
整
理
を
し
た
。
ま
た
、『
河
圖
』・『
洛
書
』
に
つ
い
て
の
言
及
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
『
易
經
』
に
見
ら
れ
る
一
節
を
多
様
な
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書
物
を
引
用
し
て
議
論
を
展
開
し
た
。
こ
こ
で
も
王
應
麟
は
幅
広
く
人
物
の
議
論
や
書
物
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

　

第
四
に
、
王
應
麟
は
『
易
經
』
の
他
に
「
易
緯
」
に
も
言
及
す
る
。「
易
緯
」
は
現
存
す
る
も
の
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
引
用
に
頼
る
こ
と
と
な
る
。
し

か
し
、
王
應
麟
の
「
易
」
に
対
す
る
視
野
の
幅
広
さ
を
確
認
し
た
。

　

本
稿
で
は
『
困
學
紀
聞
』
の
『
易
經
』
を
中
心
に
考
察
し
た
。
こ
の
よ
う
に
王
應
麟
の
引
用
し
た
書
物
は
幅
が
広
い
が
、
こ
の
引
用
の
背
景
に
は
何
が
考
え

ら
れ
る
か
、
こ
の
点
は
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
王
應
麟
の
学
術
体
系
の
様
相
を
考
察
す
る
う
え
で
、
他
の
「
経
書
」
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。『
困

學
紀
聞
』
の
目
次
の
順
序
に
沿
い
、
次
は
『
書
經
』
を
中
心
に
考
察
を
進
め
た
い
。

 

（
一
九
九
六
五
文
字
）

一　

何

、
清
、
長
洲
の
人
。
字
は

瞻
。
號
は
茶
仙
。
校
訂
の
学
に
長
じ
、
代
表
的
な
著
書
に
『
義
門
讀
書
記
』
が
あ
る
。

二　

 

王
應
麟
著
作
集
成
『
困
學
紀
聞
注
』
第
二
冊
、
一
五
〇
頁
。
洪
容
齋
は
、
宋
の
洪
邁
の
こ
と
。
鄱
陽
の
人
。
字
は
景
盧
。
辯
證
考
據
が
精
確
で
あ
り
、
代
表
的
著
作
に
『
容
齋
随
筆
』

あ
る
。
こ
こ
で
洪
邁
と
王
應
麟
を
並
列
す
る
の
は
、『
容
齋
随
筆
』
と
『
困
學
紀
聞
』
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

 

詩
經
学
に
関
す
る
、
黄
忠
慎
氏
の
「
王
應
麟
三
家
《
詩
》
學
探
析
」（『
文
與
哲
』
二
〇
一
五
年
六
月
・
第
二
六
期
・
國
立
中
山
大
學
中
國
文
學
系
・
台
彎
）
が
あ
る
。
王
應
麟
の
『
詩

考
』
を
用
い
て
「
三
家
詩
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

四　
『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
六
十
二
輯
、
拙
著
「
王
應
麟
『
困
學
紀
聞
』
に
お
け
る
「
四
書
」
解
釈
に
つ
い
て
」
の
中
で
王
應
麟
と
『
困
學
紀
聞
』
の
簡
易
な
紹
介
を
し
た
。

五　

 『
三
国
志
』「
管
寧
傳
」
注
に
「
寧
謂
原
曰
、「
潛
龍
以
不
見
成
德
、
言
非
其
時
、
皆
招
禍
之
道
也
。」（
寧 

原
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、「
潛
龍
は
見
ざ
る
を
以
て
德
を
成
す
、
其
の
時
に

非
ざ
る
を
言
へ
ば
、
皆
禍
の
道
を
招
く
な
り
」
と
。）」
と
あ
る
。

六　

 『
三
国
志
』「
杜
襲
傳
」
に
、「
襲
避
亂
荊
州
、
劉
表
待
以
賓
禮
。
同
郡
繁
欽
數
見
奇
於
表
、
襲
喻
之
曰
、
云
々
。（
襲 

亂
を
荊
州
に
避
け
、
劉
表
待
つ
に
賓
禮
を
以
て
す
。
同
郡
の

繁
欽 

數
〻
奇
を
表
に
見
て
、
襲 

之
を
喻
し
て
曰
は
く
、
云
々
。）」
と
あ
る
。

七　

 

干
寶
、
字
は
令
升
、
新
蔡
の
人
。『
晉
書
』
に
列
伝
が
あ
る
。『
經
義
考
』
に
よ
る
と
「
干
寶
『
周
易
注
』、『
隋
志
』
十
巻
、
佚
、
今
止
存
一
巻
。（
干
寶
『
周
易
注
』、『
隋
志
』
に

十
巻
と
、
佚
な
り
、
今
止
め
て
一
巻
を
存
す
。）」
と
あ
る
。
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八　

多
く
の
文
字
の
異
同
が
さ
れ
た
が
、
こ
れ
で
全
て
で
は
な
い
。
王
元
圻
や
晁
公
武
に
よ
っ
て
さ
ら
に
追
加
さ
れ
る
。

九　

賈
逵
・
張
衡
・
馬
融
は
そ
れ
ぞ
れ
『
後
漢
書
』
に
列
伝
が
あ
る
。
ま
た
、
杜
預
は
『
晉
書
』
に
列
伝
が
あ
る
。
こ
の
条
の
後
半
の
「
韋
昭
」
は
『
三
国
志
』
に
列
伝
が
あ
る
。

一
〇　
『
太
平
御
覧
』
は
宋
代
に
編
纂
さ
れ
た
類
書
の
一
つ
だ
が
、
王
肅
注
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
た
め
、
こ
の
章
に
入
れ
た
。

一
一　

韓
康
伯
、
名
は
伯
、
穎
川
長
社
の
人
、『
晉
書
』「
列
伝
第
四
十
五
」
に
伝
記
が
あ
る
。

一
二　

 

馬
は
馬
融
、
王
は
王
績
、
荀
は
荀
爽
、
王
は
王
弼
の
こ
と
で
あ
る
。
李
泰
發
、
名
は
光
、
上
虞
の
人
、
諡
は
荘
簡
、『
宋
史
』
に
列
伝
が
あ
る
。
一
行
は
唐
代
の
僧
侶
で
、『
旧
唐

書
』「
暦
志
」・「
天
文
志
」
に
そ
の
学
説
が
み
ら
れ
る
。
管
輅
、
字
は
公
明
、
平
原
の
人
。『
三
国
志
』
に
列
伝
が
あ
る
。

一
三　

 『
漢
書
』「
五
行
志
」
に
「
天
垂
象
見
吉
凶
、
聖
人
象
之
。
河
出
圖
雒
出
書
、
聖
人
則
之
。（
天
は
象
を
垂
れ
て
吉
凶
を
見
は
し
、
聖
人
之
を
象
る
。
河
は
圖
を
出
だ
し
雒
は
書
を

出
だ
す
、
聖
人
之
に
則
る
。）」
と
あ
り
、
こ
れ
が
「
河
圖
」・「
洛
書
」
と
さ
れ
る
。「
河
」
も
「
雒
」
も
川
の
名
と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
出
現
し
た
不
思
議
な
図
と
文
字
が
書
か
れ

た
書
物
と
さ
れ
る
。

一
四　
『
論
語
注
疏
』
巻
九
「
子
罕
第
九
」
に
「
子
曰
、「
鳳
鳥
不
至
、
河
不
出
圖
、
吾
已
矣
夫
。」（
子
曰
は
く
、「
鳳
鳥 

至
ら
ず
、
河 

圖
を
出
だ
さ
ず
、
吾
已
ん
ぬ
る
か
な
。」）
と
あ
る
。

一
五　

 

緯
書
に
つ
い
て
は
、
中
国
古
典
新
書
『
緯
書
』・
安
井
香
山
著
・
明
徳
出
版
社
に
詳
し
い
解
説
が
あ
る
。
ま
た
、「
緯
書
」
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
は
、
中
国
思
想
史
資
料
叢
刊
『
七

緯
』・
清
趙
在
翰
輯
・
中
華
書
局
が
あ
る
。

一
六　

 『
困
學
紀
聞
注
』
の
「
元
圻
案
」
の
注
に
よ
る
と
、『
大
戴
禮
記
』・『
史
記
』・『
説
苑
』・『
漢
書
』
等
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
「
正
其
本
云
々
」
の
一
節
は
『
文
選
』
巻
六
〇

「
齊
竟
陵
文
宣
王
行
状
」
に
あ
り
、
そ
こ
の
李
善
注
は
『
易
緯
乾
鑿
度
』
と
い
う
緯
書
か
ら
引
用
す
る
。
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